


【担当︓総務課】
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１ 用紙コーナーの廃止

２ 申告書等の控えへの収受日付印の押なつ見直しについて
令和７年１月から実施

３ マイナンバーカードの普及・利活用の促進について
（別添１「できます。が増えてます。マイナンバーカード」参照）

４ 税に関する高校生の作文

〇「高校生の税に関する作文」作文応募 （単位：編・校・%）

提出編数 応募編数割合 提出校数 応募校数割合

令和６年度 2,024 18.6 11 78.5

令和５年度 1,663 15.5 10 71.4

これまでの支部懇談会及び様々な場において、皆様方にお伝えしてきました
が、再度周知いたします。

当局としては、納税者目線を大切にし、スマートフォン、タブレット、パソ
コンなどといった日常使い慣れたツールから簡単・便利に手続を行うことがで
きる環境を構築することで、税務手続のあるべき姿である「あらゆる税務手続
が税務署に行かずにできる社会」の実現を目指しております。

１ 用紙コーナーの廃止
「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」の実現のための施策と

して、前回の支部懇談会でも周知させていただきましたが、各種オンライン手
続の利用拡大を図るため用紙コーナーを８月に廃止しています。代替手段とし
て、来署者自身が国税庁ＨＰから用紙を印刷できるよう出力用ＰＣを配備して
おります。

２ 申告書等の控えへの収受日付印の押なつ見直しについて
これまで何度も周知していますとおり、e-Tax利用率の増加及び、更なるe-

Taxの申告等の利用拡大を推進する観点から、税務手続の見直しの一環として
令和７年１月から申告書等の控えに収受日付印を押なつしないこととなります。

先ほど申し上げました「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」
の実現に向け、先生方におかれましては、様々な機会を通じて、是非e-Taxに
よる申告の利用勧奨をお願いいたします。

３ マイナンバーカードの普及・利活用の促進について



これまで申し上げてきました税務行政のＤＸを実現するためには、マイナン
バーカードが必要になりますが、税務手続のみではなく、様々な公共機関の手
続きにおいて、より便利で簡単なものになります。

別添資料２ページをご覧ください。現在でもご覧のとおり様々な手続がマイ
ナンバーカードにより便利になります。私どもとしても、広く国民の皆様に
知っていただきたいと思いますので、機会あるごとにご紹介のほどよろしくお
願いします。

４ 税に関する高校生の作文
本年度も非常にタイトなスケジュールの中「税に関する高校生の作文」に関

する選考作業に御協力いただきありがとうございました。
今後は選考作業いただいた結果をもとに各賞を決定させていただきます。
なお、近畿税理士会和歌山支部長賞については、２編予定をしております。

受賞された生徒の学校へ赴き贈呈式を行う予定としておりますのでよろしくお
願いします。



【担当︓税務広報広聴官】
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〇 「税を考える週間」について（テーマ：これからの社会に向かって）
期間：令和６年11月11日（月）～令和６年11月17日（日）

⑴ 国税庁ホームページによる広報
・ 「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページの設置

⑵ ＳＮＳを利用した広報
・ YouTubeの「国税庁動画チャンネル」に新着動画を掲載
・ 各種情報をⅩ（旧Twitter）で発信

平素から税務の広報広聴に関する事務について、深いご理解とご協力を
賜り、ありがとうございます。

私からは、「税を考える週間」について説明させていただきます。

国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と
理解を深めていただくため、１年を通じて租税に関する啓発活動を行うと
ともに、毎年11月11日から17日を「税を考える週間」として、集中的に
様々な広報広聴施策を実施しています。

本年の「税を考える週間」におきましては、 国税庁ホームページ内に
「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページを設け、国税庁
の各種取組についてご紹介する予定としております。

また、ＳＮＳを活用した広報としまして、 YouTubeの「国税庁動画チャ
ンネル」に新着動画を掲載するとともに、各種情報をⅩ（旧Twitter）で
発信いたします。

先生方におかれましては、「税を考える週間」につきまして、顧問先へ
ご周知いただくなど、納税者の租税に関する啓発活動にご理解・ご協力を
お願いいたします。



【担当︓管理運営部⾨】
１ キャッシュレス納付の利用拡大について

２ PDFファイルによる電子納税証明書の利用勧奨について

・ 自宅やコンビニで何枚でも印刷可能

・ 手数料が安価（通常400円⇒370円）

３ 期限内納付について

・ 令和６年分所得税及び復興特別所得税の予定納税分に係る納期限

第２期分 令和６年12月２日（月）
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１ キャッシュレス納付の利用拡大について
関与先の申告の際には、キャッシュレス納付（ダイレクト納付、振替納税、

インターネットバンキング、クレジットカード納付、スマホアプリ納付）の積極
的な利用勧奨をお願いします。

また、「納税資金の定期的な積立て」及び「予納制度」の利用についても、引
き続きの指導をお願いします。

２ PDFファイルによる電子納税証明書の利用勧奨について
パソコンから電子署名を付与した納税証明書交付請求書を提出し、手

数料をインターネットバンキングやＡＴＭで納付することで、税務署へ
出向くことなく電子納税証明書（ＰＤＦファイル）を受領できます。
なお、受領した電子納税証明書（PDFファイル）は、自宅やコンビニで

印刷可能な上、何枚でも印刷してお使いいただけますので、複数枚を提
出する場合等、非常に便利です。
手数料が書面による請求に比べ安価（通常400円⇒ 370円）です。

３ 期限内納付について
期限内納付に向けて、関与先の皆様に納期限の周知及び期限内納付指導をお

願いします。なお、「ダイレクト納付」や「振替納税」など、キャッシュレス納
付についてもご案内をお願いします。



【担当︓管理運営部⾨】
４ 税務署窓口領収時間の見直し

・ 署内領収受付時間 原則９時～16時

５ 納税表彰式の日程について

・ 令和６年11月11日（月） リハーサル

・ 令和６年11月12日（火） 表彰式
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４ 税務署窓口領収時間の見直し
令和２年10月１日（木）以降、署内領収の受付時間を原則９時から16時まで

でお願いしております。
国税庁においては、納税者等の利便性を向上させるとともに、現金管理等に

伴う社会全体のコストを縮減する観点から、キャッシュレス納付割合を向上させ
ていくことを目指しておりますので、金融機関や税務署窓口以外の、キャッシュ
レス納付手段を利用していただきますよう重ねてお願いします。

５ 納税表彰式の日程について
令和６年11月12日（火）にホテルグランビアにて、令和６年度 納税表彰式

が行われます。支部長、副支部長の皆様も、当日の日程をご確認いただき是非と
もご出席をよろしくお願いいたします。



【担当︓徴収部⾨】
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１ 予納制度の利用について
・ 「予納ダイレクト」の利用

２ 分割納付時におけるダイレクト納付の利用について
（別添２「国税の分割納付に…ダイレクト分納を使ってみませんか？」参照）

１ 予納制度の利用について
いつもながらのお願いで恐縮ですが、タイミングごとに納税資金の積立てや

納期限の周知など、関与先に対する期限内納付に向けたご指導をいただきま
すよう、お願いします。
資料に記載しておりますが、将来に納付が見込まれる国税を、e-Taxに登録

した預貯金口座からの引落しにより、課税期間において定期的に均等額を納
付することができる「予納ダイレクト」という手続もございますので、是非
ご案内をお願いします。

２ 分割納付時におけるダイレクト納付の利用について
「ダイレクト分納」という手続があり、分割納付時にもダイレクト納付をご

利用いただけます。
ただし、利用に当たっては、事前に徴収担当職員と納付相談を行っていただ

く必要がありますので、ご留意ください。

以上、お願いばかりで恐縮ですが、関与先への納付指導について、先生方のお
力添えを賜りますよう、よろしくお願いいたします。

なお、期限内の納付が困難との申出があった場合には、早期に税務署（徴収
担当）での納付相談を御指導いただくよう、併せてお願いします。

また、前回にもお知らせしましたとおり、今年から納付書の送付が見合わせ
となった方がいらっしゃいますので、注意喚起をいただくとともに、是非、
キャッシュレス納付の利用を推奨いただきますよう、お願いします。



【担当︓個⼈課税部⾨】
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〇 各種説明会の開催について

記帳説明会 決算説明会

開催日時
令和６年10月22日（火）
（午前の部）10：00～12：00
（午後の部）14：00～16：00

令和６年12月９日（月）
（午前の部）10：00～12：00
（午後の部）14：00～16：00

開催場所 和歌山地方合同庁舎　５階共用会議室２ 和歌山地方合同庁舎　５階共用会議室２

講　　師 瀨戸　良和　税理士 瀨戸　良和　税理士

備　　考 和歌山納税協会と共催 和歌山納税協会と共催

各種説明会に開催についてです。
まず、記帳説明会ですが、令和６年10月22日（火）和歌山地方合同庁舎

内５階共用会議室２において、午前午後の２コマで和歌山納税協会と共催
で開催する予定です。講師の先生につきましては、瀨戸良和税理士にお願
いしております。

次に、決算説明会ですが、令和６年12月9日（月）、記帳説明会と同様
に和歌山地方合同庁舎内５階共用会議室２において、午前午後の２コマで
和歌山納税協会と共催で開催する予定です。講師の先生につきましても、
記帳説明会と同様に瀨戸良和税理士にお願いしております。

どうぞよろしくお願いします。



【担当︓資産課税部⾨】
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【令和５年度改正】特定事業用資産の買換えの場合等の譲渡所得の課税の特例の改正

令和６年４月１日以後に譲渡資産の譲渡をし、かつ、同日以後に買換資産の取得をする場合に

おける譲渡

適用時期

譲 渡 の 日
（先行取得をした場合は取得の日）

提 出 期 限

１月１日から３月31日まで ５月末日

４月１日から６月30日まで ８月末日

７月１日から９月30日まで 11月末日

10月１日から12月31日まで 翌年２月末日

※ 三 月 期 間

同一年中に譲渡及び取得があった場合において、提出期限までに届出書の提出がなかった場合、

特例の適用はない（ゆうじょ規定なし）。

資産の譲渡をした日の属する年中に資産を取得し、特例を適用する場合は資産の譲渡の日（先

行取得した場合は取得の日）を含む三月期間※の末日の翌日から２月以内に、納税地の税務署長

に、この特例を受ける旨の届出をすることとされた。

【届出書の提出】

ただし、譲渡の前年中に先行取得した場合や、譲渡の翌年中に買換資産を取得見込である場合

は、当該届出書は提出不要。

(従来どおり「先行取得資産に関する届出書」や「買換資産の明細書」の提出が必要となる。)

資産課税関係につきましては、土地譲渡所得の特例で、令和５年度に改正され

た事項について改めて周知させていただきます。

事業用資産を買い換えた場合の特例（措法37）について、譲渡の同年中に資産
を取得する場合、特例を適用する旨の届出書を提出することが適用要件に追加さ
れました。

届出書については、四半期ごとに区切って、翌２か月以内に提出することとさ
れましたので、提出期限は、スライドの「※三月期間」という表のとおりとなり
ます。

なお、この届出書の提出については、ゆうじょ規定がなく、提出期限までに届
出書の提出がなかった場合、特例の適用は出来ませんのでご留意ください。

この取扱いの適用時期は、令和６年４月１日以後に譲渡かつ取得をした場合で
す。

例えば４月に譲渡があり、12月末までに買換資産を取得した場合、届出書の提
出期限は８月末ですので、期限までに届出書の提出がなければ適用不可となりま
す。

また、９月に譲渡があり、同年４月に買換資産を先行取得していた場合も、届
出書の提出期限は８月末となりますので、同様に適用不可となります。

９月に譲渡し、12月末までに買換資産を取得した場合は、11月末までに届出書
を提出する必要がありますのでご注意ください。

資料にはありませんが、先生方には円滑な調査事務にご協力いただき、随時、



相続税の修正申告書をご提出いただいているところです。修正申告書の提出の際
には、ぜひ、相続税e-Taxの利用をお願いします。

修正申告書は添付書類が少ないことも多く、当初申告と比較してもe-Tax利用
がしやすいのではないかと思いますので、お願いことばかりで恐縮ですが、どう
ぞよろしくお願いします。

また、相続税の関与実績が多い先生方には、今後、個別にお伺いして利用のお
願いをさせていただこうと考えております。お伺いした際には、色々とお話を聴
かせていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。

資産課税関係につきましては以上です。





２つ目は、源泉所得税の納付指導でございます。

源泉所得税の納付の確認できない方又はその顧問税理士の方に対して、
国税局源泉事務センター又は税務署から電話による納付指導を行っております。

特に、本年度は定額減税により、通常の納付指導に併せまして納付税額
がゼロとなっている場合の納付書の提出の御協力をお願いいたします。

３つ目は、年末調整説明会についてでございます。

令和６年分の年末調整の仕方、法定調書の作成方法等についての説明会
を以下のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。

なお、説明会では、年末調整における留意事項をはじめ、給与支払者向
けの定額減税についても説明いたします。



                              令 和 ６ 年 1 0 月 ２ 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

懇 談 会 資 料 

【 別 添 】 
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